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 親愛なるロータリアンの皆

様こんにちは。 

 今月は、基本的教育と識字

率向上月間並びにロータリー

の友月間ということで、先週

は春木雑誌委員長さんに友の

紹介を詳しく報告して頂いた

ところでした。その際春木委

員長にホームカミングデー活動の様子を投稿して頂

くようお願いをしたところでした。どうかよろしく

お願い致します。 

 本日は公務ご多端の中、人吉市教育長志波典明様

にお越しいただきました。誠にありがとうございま

す。 

 私は志波教育長とは同級生でございまして、小学

校からのお付き合いでございます。その頃からずば

抜けて勉強ができる方でした。子供心に「将来は学

校の先生になんなっとばいなー」と思っていまし

た。あれから５０年、志波先生は教育者として見事

に勤め上げられ、現在教育長として活躍されていま

す。同級生として鼻高高でございます。後ほど有馬

委員長より詳しくご紹介いただきたいと思います。

よろしくお願い申し上げます。 

  

 さて、毎回ご紹介しております歴代会長の所信シ

リーズ、本日は第５弾を予定しておりましたが、時

間の都合上、来週の会長の時間にお話しさせて頂き

ます。中島パスト会長の後の会長さん、ご紹介いた

しますのでよろしくお願い申し上げます。 

 それから、先週もお願いしました来週のホームカ

ミングデーのご案内ですが、まだまだ参加者が少な

いようです。どうかご連絡をとって頂き、お誘いい

ただけないでしょうか、案内を受け取られた方々の

反応は、「人吉ロータリークラブから久々に連絡を

受け、懐かしく思われる方」、また「思い出してく

れてありがとう、」と感謝の言葉を言われる方など

  国 歌  「君が代」           

  Ｒ Ｓ  「奉仕の理想」 

通 算 3 1 7 4 回 

2 0 2 3 年 9 月 8 日 

第 ９ 回 例 会 



お返事が集まっております。まだ迷っておられる方

がいらっしゃると思います。あと一押し皆様が背中

を押して頂くと、出席される方がいらっしゃると思

います。お誘い下さい。皆様のご協力をよろしくお

願い申し上げます。 

 本日はプログラム委員長さんからくれぐれも4分で

終了するようにと、釘をさされておりますので、こ

の辺で終了したいと思います。 

 今年の人吉ロータリーのテーマは「コ・クリエー

ション（共創）復興の希望を生み出そう」です。 

会長の時間をおわります。 

 

 

 

  幹事 小笠原賢治 
 

≪連絡事項≫  

・ガバナー月信９月号地区ホームページ掲載 

・豊岡ＲＣより創立70周年記念誌が届きました。 

・指宿ＲＣより週報が届きました。  

・出欠返信のお願い  

 次週9/15（金）ホームカミングデー例会  

 3/5～3/8台北稻江37周年記念式典訪問 

 本日が締切となっていますのでお願いします。 

人吉ＲＣ例会予定  

9/15 「ホームカミングデー」例会あゆの里18：00～ 

9/22 休会  

9/29 早朝例会 禊橋周辺清掃 例会7：00～ 

 

 

 

 

   委員長 平田フク 

 

【親睦委員会】     副委員長 加登住 亮 

 

 

 

 

【ロータリー財団】             

 Ｇ補助金奨学生事業報告         

              代表担当 青木一幸 

  ご承知のとおりグローバル補助金奨学生李民樹君が

９月からロンドンに行っておりまして、今朝方メール

が届きましたのでご披露したいと思います。 

                               

 ・・・・・・・・・・・・・・ 

 大変お世話になります。 

 昨日無事にロンドンに到着し、本日より家探しを開

始しております。15時間のフライトは疲れますが、私

も奥さんも心身ともに良好で、問題なくロンドン滞在

を開始することができております。 

 大学への授業料の支払いや入学手続きなど完了して

おり、今は9月25日から始まるWelcome Weekを待ってい

るところです。 

 １年間住む家が決まるまでは住所も変わるため、ま

た家が決まりましたら正式な住所をお知らせしようと

思います。また、現地携帯も現在契約の最中ですが、

日本の携帯もそのままの番号で使用できるため、なに

かありましたらご連絡いただけると幸いです。 

 

 先程ロンドンロータリークラブの受け入れ担当者に

もメールをさせていただきました。チャンスがあれば

ぜひお会いできたらと思っています。 

さしあたり到着のご連絡でした。引き続きよろしくお

願い申し上げます。 

                    李民樹 

 

 無事に着いているようですので一安心しました。 

 報告は以上です。 

 

 

 

【プログラム委員会】 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

米田幸司ヨネダコウジ（50歳） 

出   身  熊本県宇城市三角町 

出身高校   宇土高校 

出身大学   長崎大学 経済学部 

勤 務 先  熊本銀行 人吉支店 

自   宅  熊本市中央区帯山 

家族構成   妻、長女、長男 

銀行経歴 1995年 三角支店（熊本銀行入行） 

⇒益城支店⇒武蔵ヶ丘支店⇒嘉島支店⇒久留米支店⇒

浄行寺支店⇒牛深支店（支店長）⇒薄場支店（支店

長） ※牛深ＲＣ（2017年4月～2020年3月） 

 2023年 人吉支店（支店長）現在 

               結婚記念祝い  

  ８月      ９月 

 米田幸司会員 ５日  尾上暢浩会員 １０日 

 

 

 

  

 

 

現 会 員 数   47名 出席免除会員数 1名 

出席義務会員数 46名  

欠 席 者 数 13名 
 

出 席 者 数 33名 

免除会員出席数 0名 ZOOM(2) 会場(31) 

 米田 幸司 会員                

 2023年４月２１日入会               

 職業分類；商業銀行               

 ㈱熊本銀行人吉支店 



趣味 ランニング 

ひとよし春風マラソン2019大会出場（ハーフ） 

これまで５６回フルマラソン出場（５６回完走） 

自己ベスト：３時間７分34秒 

      （2023年さが桜マラソン） 

目標：サブ３ 

月間３５０㎞走行、ほぼ毎日ランニング（日課） 

お酒ほどほど 

 

 

 

 

 

【プログラム委員会】 

 

講師紹介  有馬宏昭会員 

 

人吉市教育長 志波
し わ

 典明
のりあき

 様  

 

 

 

・昭和34年生まれ 

・人吉市立人吉東小学校・第一中学校、熊本県立人  

 吉高等学校卒業 

・熊本大学教育学部卒業 

・菊池郡泗水町立泗水小学校教諭（昭和57年4月） 

・教諭：球磨村立高沢小学校（3年）、人吉市立西 

 瀨小学校（2年）、熊本大学教育学部附属小学校  

 （10年）、人吉市立人吉西小学校（2年） 

・指導主事・教頭：球磨教育事務所指導主事人吉市 

 派遣（3年）、熊本大学教育学部附属小学校教頭 

 （5年） 

・校長：湯前町立湯前小学校（3年）、熊本大学教育 

 学部附属小学校副校長（2年）、人吉市立東間小学 

 校（5年） 

・令和2年3月定年退職 

 （令和2年4月から錦町教育委員会指導主事） 

・令和3年7月1日付けで現在の職 

 

 

 

     人吉市の教育の現状と課題 

  

            

           人吉市教育長 志波 典明  

 

 本日は、人吉ロータリークラブ様の定例会にお招

きいただき、人吉市の教育についてお伝えする機会

をいただきましたことに感謝申し上げます。また、

日頃より貴クラブ様には、人吉市の教育振興に対し

まして物心両面からご支援をいただいておりますこ

とに、この場をおかりいたしましてお礼申し上げま

す。 

 さて、人吉市は、「みんなが幸せを感じるまち。

ずっと住み続けたいまち。ひとよし」をまちづくり

の理念として掲げております。このまちづくりの理

念を踏まえ、人吉市教育委員会では、「第３次人吉

市教育振興基本計画」（２０２１年度～２０２４年

度）を策定し、「市民一人一人が自ら学ぶ意欲を養

うことで、将来の夢や希望に向かって自らの可能性

を高め、人間力（人として生きる力）を育み、心身

ともに健康で豊かな人生を送ることができる生涯学

習社会の実現」を目指しております。このために、

学校・家庭・地域社会がそれぞれの役割と責任を自

覚し、相互に連携協力しながら、社会状況の変化に

対応する教育の向上に取り組み、豊かな人間性と創

造力・国際性を備えた人材の育成やたくましく生き

る力を育む教育を推進するため、四つの教育目標の

柱を設け、具体的な取組を進めているところでござ

います。 

 本日は、四つの柱の中から、これからの日本・人

吉市を創る子どもたちの教育である学校教育に絞っ

て、お伝えをさせていただければと存じます。 

 人吉市の学校教育の目標は、「『知・徳・体』の

調和のとれた生きる力を育む学校教育の推進」を掲

げており、次の五つの柱を設けております。 

 １点目が「確かな学力の育成」です。具体的な取

組といたしましては、学校ＩＣＴ推進や英語教育の

充実、指導力向上推進等でございます。 

 ２点目は「豊かな心の育成」です。具体的な取組

といたしましては、児童生徒の人権意識の高揚と命

を大切にする心を育む教育の充実、いじめ・不登校

の未然防止とその解消、読書活動や道徳教育の推進

でございます。 

 ３点目が「健やかな体の育成」です。防災・安全

教育の推進や中学校における「適正な運動部活動」

の推進、安心安全でおいしい学校給食の適正運用や

学校・家庭・地域と連携した食育の推進、学校保健

事業の充実でございます。 

 ４点目は「特別支援教育の充実」です。具体的に

は、特別支援教育支援員の配置や就学指導の充実を

中心に取組を進めております。 

 ５点目は「安全・安心で良好な教育環境の整備」

です。人吉市内にはご存じのとおり、小学校６校、

中学校３校の合計９校がございますが、校舎や体育

館、プールなどの老朽化が課題となっております。

そのため、「長寿命化計画」を策定し、計画的に対

応を協議・検討して進めております。また、校舎等

学校施設のバリアフリー化やトイレの洋式化の推進

にも取り組んでおります。莫大な財源が必要になる

ことや学校規模適正化との関連を念頭に、今後の大

きな課題として検討していくこととしております。 

 それでは、今、申し上げたものの中から、少し詳

しくお話をさせていただきたいと思います。 

 １点目は、「確かな学力の育成」について申し上

げます。 

 学校では、ＩＣＴ教育が国レベルで推進されてい

ることは皆様ご存知かと思います。本市ではタブ

レット端末や電子黒板の整備を少しずつ進めてきて

おり、現在は全ての学級に電子黒板を配備したとこ

ろです。令和２年度には国の「ＧＩＧＡスクール構

想」などを活用して、児童生徒一人一人の情報活用

能力の育成に向け、小学校３年生以上に１人１台端



末を導入し、電子黒板を１学級１台整備しました。今

後、１・２年生への導入を予定しているところでござ

います。また、タブレット端末を家庭へ持ち帰り、家

庭学習に活用できるよう「e-ラーニング」（自分に

合った内容を自分で選択して学習できる学習用ソフ

ト）を導入しております。授業においては、タブレッ

トや電子黒板等を活用して、児童生徒の学ぶ意欲を高

める授業づくりを推進しております。ＩＣＴ教育の推

進のためには、環境を整えることとともに、先生方の

機器に対する知識や技能の向上も必要です。このため

に、人吉市立教育研究所に「情報教育部会」を設置

し、各学校から代表の先生に参加いただき、年間通じ

て効果的な活用に向けた研究を進めております。ま

た、ＩＣＴ支援員を１名雇用し、専門的な立場から各

学校のサポートを行っているところです。 

 ＩＣＴ教育の推進は、新たな学びを生み出すととも

に、これからの社会を生きる児童生徒が身につける力

を育成するために必要不可欠です。正しい理解と適切

な使用により、自身の成長に有効に働くよう、さらな

る充実を図って参りたいと思っております。 

次に、英語教育の充実でございます。英語教育につき

ましても国レベルで推進を図っており、蒲島県知事は

「英語教育日本一」を掲げ、さらなる充実に向けた取

組が進められております。本市といたしましても、英

語教育アドバイザーを配置するとともに、ＡＬＴ２名

を確保し、小中学校の英語教育（外国語活動）の充実

を図っております。また、中学生の英検受検料を補助

するなど、生徒の英語に対する意欲向上を目的に支援

を行っております。 

 このように、国際社会を生きる児童生徒に必要な能

力である情報教育や英語教育を含め、思考・表現する

力や知識を獲得して活用する力、他者と協働して追求

する力など、児童生徒の生涯学び続ける力を高めてい

けるよう、学校とともに取組を進めております。 

 ２点目に、「豊かな心の育成」について申し上げま

す。 

 児童生徒に限らず、人が生きていく上で基盤となる

ものは、「命を大切にすること」と「自他の人権を尊

重すること」であると思います。学校教育といたしま

しても、自他の命や人権を大切にする心を育む教育を

全ての教育活動の根底に据えて、様々な教育活動を展

開しております。教育委員会では、人吉市人権教育推

進連絡協議会に就学前人権教育部会と社会人権教育部

会とともに、学校人権教育部会を設置し、人吉球磨人

権教育研究協議会と連動した取組を進めております。

また、人権作品の募集・展示や「人権の花運動」、熊

本県人権子ども集会への参加など、学校や管内町村と

連携した組織的な取組も行っております。７月には、

「人吉市命を大切にする心を育む旬間」を設定し、中

学生作成の絵画をもとにポスターを作成し、意識の強

化を図っております。また、旬間中には、全学校・全

学級において、保護者や地域の方々に命に関する授業

を公開しております。 

 次に、「いじめ・不登校の未然防止と解消」につい

てでございます。全国的に不登校児童生徒数は増加傾

向にありますが、本市もその傾向は同じ状況にありま

す。その要因は様々ですし、明確な要因がはっきりし

ない場合もございます。教育委員会といたしまして

は、最も悩み苦しんでいるのは本人やご家族であると

いう認識に立ち、学校や関係機関との連携を強化した

取組を進めております。また、教育委員会に「かがや

き教室（適応指導教室）」と「子ども・子育て相談

員」を設け、それぞれ２名の職員を配置し、登校に向

けた本人や家庭への支援を行っております。「かがや

き教室」は、登校できない児童生徒の学習支援を主た

る目的として市庁舎別館に設置しております。欠席中

の学習面の遅れに対する不安を和らげげることや本

人・保護者との相談等をとおして、登校につなげてい

けるよう支援をしております。「子ども・子育て相談

員」は、個々の状況に合わせた支援を行っておりま

す。家庭を訪問しての相談や学習支援、戸外での運動

を通した支援など、積極的に該当児童生徒の家庭に足

を運び、登校につなげる支援を行っております。 

 いじめ問題につきましては、人吉市いじめ防止基本

方針を策定し、いじめの未然防止の取組を推進すると

ともに、いじめが発生した場合には早期発見・早期対

応により、重大な状況に陥らないように関係機関と連

携した対応を進めていけるようにしております。いじ

めは命に関わる重大な人権侵害であるとの認識に立

ち、学校や関係機関、専門機関との連携を図っており

ます。いじめ問題は学校が組織的に取組を進めること

が重要になります。それを強化するために、本年度か

ら、各学校のいじめ問題に関する中心的な役割を担う

「情報集約担当者」の会議を新たに設け、研修や情報

交換等を実施し、いじめのない学校づくりの取組を推

進しているところでございます。 

 ３点目は、「健やかな体の育成」について申し上げ

ます。 

 新型コロナウイルス感染症による行動制限は、児童

生徒の生活にも大きな影響を与えました。様々な行事

や人との接触が制限される中で家庭での生活時間が増

加することに伴い、運動する機会や体を動かす時間が

減少し、児童生徒の体力低下につながるのではないか

という心配です。実際に、体力テストの結果を見てみ

ますとその傾向が見られます。ゲーム機の普及ととも

に、小学校では学校部活動がなくなり、中学校でも部

活動の地域移行が進む中で、さらに児童生徒の運動機

会の減少による体力低下は大きな課題であると考えて

おります。教育委員会といたしましては、小学校運動

部活動に代わる社会体育「もりスポ」事業をスタート

させました。人吉市の体育協会のご支援とご指導によ

り、各学校で放課後の時間に年間とおして実施してお

ります。対象は、３年生以上の希望者が体育館や運動

場で、特定した種目ではなく総合的な運動を楽しんで

おります。加入率を高めるために、内容の充実ととも

に、学校や人吉市ＰＴＡ連絡協議会と連携しながら広

報活動に努めております。 

 また、中学校部活動の社会体育移行につきまして

は、本年度中に検討委員会を立ち上げ、人吉市の実態

に合った形での実施に向けて検討を進めていきたいと

考えております。 

 次に、防災教育の推進についてでございます。令和

２年７月豪雨災害により被災し、今もなお仮設住宅等

で生活している児童生徒もいます。引き続き関係機関

と連携した心のケアを進めていきたいと考えておりま

す。学校教育関係におきましては、自然災害が発生し



た場合、命を守り災害を最小限に抑えるために、学

校に位置づけられた「防災主任」を中心に、市の防

災担当課及び福祉課の職員で構成する「防災主任

会」を発足いたしました。市内間での情報共有や連

携強化を図り、学校の防災体制の確立を強化してお

ります。また、各学校では、体験活動を通した防災

教育や避難訓練を実施し、自助・共助の視点から防

災教育を進めているところでございます。 

 次に、安全・安心でおいしい学校給食の適正な運

用について申し上げます。食材の選定については、

産地・原材料など業者との連携を図り、安全・安心

な食材の購入に努めるとともに、給食に旬の食材を

積極的に取り入れたり、地域の伝統や季節の行事に

ちなんだ給食を提供したりするなど、給食の魅力

アップに努めております。また、徹底した衛生管理

のもと、食中毒や異物混入等の給食事故の防止に努

め、老朽化した施設の更新も計画的に実施しなが

ら、安全で安心な給食を安定的に提供しておりま

す。併せて、栄養教諭による食育に関する指導を各

学校で計画的に進めております。現在、来年度から

の給食費の公会計化導入に向け、準備を進めており

ます。 

 ４点目は、「安全・安心で良好な教育環境の整

備」について申し上げます。 

 学校施設は、児童生徒などの学習・生活の場であ

るとともに、災害時には避難所として活用するた

め、安全の確保は非常に重要です。東日本大震災や

熊本地震、令和２年７月豪雨災害の教訓をもとに、

トイレの洋式化やバリアフリー化を推進しておりま

す。また、予防保全の取組強化と機能を向上するこ

とで、学校施設の目標使用年数を築６０年から築８

０年とした個別施設計画（人吉市学校施設長寿命化

計画）をもとに、学校規模の適正化や小中一貫教育

などを検討しながら安全・安心で良好な教育環境の

整備を進めているところでございます。具体的に

は、多目的トイレやスロープの設置についても考慮

しながら、優先的に避難所となっている体育館トイ

レの洋式化を進めております。併せて、教室棟や管

理棟を含め６０％以上のトイレ洋式化を目標として

計画的に改修を進めております。また、学校施設全

体の照明器具のＬＥＤ化についても、積極的に進め

ていく必要があると考えております。 

 次に、奨学金制度について申し上げます。次世代

を担う児童生徒の能力や可能性を伸ばすことができ

る教育環境を整備するために、企業や個人からの寄

附金やふるさと納税資金等を財源とする給付型奨学

金制度を新たに創設し、既存の貸与型奨学金制度と

併せ、経済的理由で就学が困難な学生の学ぶ意欲を

支えております。来年度から、給付型・貸与型奨学

金の金額や条件、給付人数を見直し、さらに児童生

徒の夢や希望の実現を応援していきたいと考えてお

ります。 

 以上、４点から人吉市の学校教育の現状と具体的

な取組についてお伝えしたところですが、課題も山

積していることも事実です。 

 本日は、３点についてお伝えをいたします。 

 課題の１点目は、教職員不足による教育力の低下

と教職員の負担増加です。報道等でご存知かと思い

ますが、熊本県の教員採用試験の倍率は低下してお

り ま す。こ の こ と

は、全体的な教職員

の質の低下となり、

教育力の低下にもつ

ながります。また、

採用試験に教員志望

者が数多く合格する

ことで、臨時採用の

教員数が減少し、出産や病気による休暇を取得した教

員の補充ができない状況が出てきております。球磨管

内は県中心部から遠隔地ということもあり、教員の人

事異動の希望が少ない地域でもあります。そのため、

教員定数確保に初任者や経験年数４年目の教員で対応

することになります。これも学校教育力の低下につな

がっております。教育委員会といたしましては、県教

育委員会と連携して教員確保に努めるとともに、教育

委員会に「学校教育アドバイザー」を新たに２名配置

し、日常的に学校現場に足を運び、若手教員への直接

的な指導やアドバイスを通して指導力向上に努めてお

ります。 

 課題の２点目が、家庭と連携したＳＮＳやゲーム等

の適切な使用でございます。先に述べました不登校児

童生徒数の増加の要因にもなっているとともに、ＳＮ

Ｓの不適切な使用により、児童生徒が事件に巻き込ま

れるという事案も発生しております。ＳＮＳやゲーム

等による昼夜逆転の生活にから不登校となったり、家

庭学習時間の減少から学力不振につながったりしてい

るケースもございます。医療機関から「ゲーム症」と

診断を受けた児童生徒も出てきております。また、Ｓ

ＮＳにより県内外在住の成人と交流するケースやその

交流が直接的なつながりに発展するなど、生徒指導の

上でも心配される事案も発生しております。児童生徒

の一番近くにいる家族でさえ把握できていない場合も

多く、本人も危険性に気づかないまま巻き込まれてい

る場合もあります。 

 高度情報化社会で生きていく児童生徒からスマート

フォンやネット等と関係したゲームを切り離すことは

できません。重要なことは便利さや楽しさというプラ

ス面と共にある危険性を認識し、自己コントロールす

る力を高めることです。また、家庭でのルールづくり

や機器の設定・管理等、保護者の意識高揚と具体的な

対応が必要です。教育委員会としましても、小学校段

階から、自分を守るための適切な使用法や付き合い方

として、指導を続けているところでございます。ま

た、保護者の意識向上を目的とした研修会も開催し、

啓発を続けているところでございます。ただ、「うち

の子に限って」といった意識や無関心などもあり、対

応が追いついていないことも事実です。今後も、関係

機関や専門機関と連携して粘り強く取組を進めて参り

たいと考えております。 

 課題の３点目は、「少子化による児童生徒の減少」

でございます。 

 少子化と人口減少により、人吉市の児童生徒数は減

少しております。これは人吉市だけの傾向ではなく全

国的な傾向であり、小中学校の統廃合や再編が進んで

おります。人吉市の１５年から２０年後の児童生徒数

についても、現在の児童生徒数に比べ、小学校で約２

～３割、中学校で約３割減少する予想が出ておりま

す。学校教育法施行規則では、学校の学級数の標準は



小中学校ともに１２学級以上１８学級以下となって

おり、現在の小学校６校、中学校３校の存続につい

て検討する時期にきております。ただ、学校は地域

の活性化や防災等にも大きく関係していることや小

規模校教育のメリットもございます。教職員の配置

や教育の質的向上、学校施設の管理・充実、学校予

算等、様々な点から保護者や地域の皆様とともに考

え、これからの社会をつくっていく児童生徒のため

にはどのような方向がより適切かを検討していかな

ければならない問題です。 

 

 以上、人吉市の学校教育の現状と課題ということ

で、本日は多々ある中で絞ってお伝えをいたしまし

た。 

 人吉市の児童生徒は、素直で一生懸命に学習や運

動等に取り組んでいます。これは、学校だけでな

く、保護者や地域の方々が「子どもは人吉市の宝」

という思いで、お力添えをいただいている賜物で

す。 

 教育委員会といたしましても、「安心・安全な教

育環境の中で、学び続ける力を育む学校教育の充

実」を念頭に置き、強い覚悟をもって取組を進めて

参ります。今後ともご理解とご支援をよろしくお願

い申し上げます。 

 本日は貴重な機会をいただき、ありがとうござい

ました。 

 

 

【寄付カード】         

〈ニコニコ箱委員会〉 

・春木会員 教職時代の大先輩の志波先生の卓話を 

 聴くことができて学校現場の課題を知ることがで 

 きました。ありがとうございました。人吉球磨の 

 未来のために益々のご活躍を念じています。 

                     

・加登住会員 志波先生、本日はお話いただきあり 

 がとうございます。課題と対策、興味深いお話で 

 大変勉強になりました。         

・伊久美会員 志波先生、米田会員、卓話ありがと 

 うございました。            

・北会長 志波教育長、本日はありがとうございま 

 した。ロータリーの例会で是非卓話をとお願いし 

 てからこんなに早く実現しまして感謝申し上げま 

 す。どうぞご自愛下さいませ。      

・友永会員 志波先生いつもお世話になります。本 

 日は貴重な卓話ありがとうございました。大変参 

 考になりました。            

・鳥井会員 志波教育長、卓話有難うございまし 

 た。教育界の実態を具体的数値をあげてお話いた 

 だき理解が深まりました。人吉市の教育は志波教 

 育長にかかっています。がんばって下さい。 

                                         

・片岡会員 志波先生の卓話、ありがとうございま 

 した。学校教育の問題点がよく分かりました。  

                                         

 

〈Ｒ財団委員会〉 

・岩井会員 ようやく青井神社国宝記念館を竣工さ 

 せることが出来ました。皆様からいつ出来るのか 

 とかなりプレッシャーでしたが、やっと肩の荷が 

 下りました。おくんちに間に合ってホッとしていま 

 す。本格運営は11月とのことです。おもしろい建物 

 ですのでぜひ見て下さい。         

 

〈米山記念奨学委員会〉 

・有馬会員 志波先生、本日はご多用の中、貴重なお 

 話をして頂きありがとうございました。  

 

〈人吉ＲＣ奨学基金委員会〉 

・有馬会員 米山カードと同文        

 

 

        
 
 
        点 鐘   北 昌二郎 会長 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


